
本年度
重点目標

経過・達成状況 評価 改善方策 経過・達成状況 評価 改善方策

〇地域の産業界との連携をスムー
ズに行うことができており、生徒
個々の高度な技術の取得につな
がっている。本年度は「スーパー
農林水産業士制度」取得に３名が
挑んでいる。
（Ｒ４：１名、Ｒ５：４名）
○校内での情報共有と連携ができ
ている。
○資格取得ＬＨＲを各科で行い、
生徒の積極的な取得を促した。

B

○引き続き地域産業界との連
携を進めていく。

○引き続き校内で連携しなが
ら、生徒の支援や指導を行っ
ていく。
○資格取得に向けて指導を継
続する。

○スーパー農林水産業士に認定された生徒３名
は制度を活かした進路選択につなげることがで
きた。アグリマイスター認定制度の認定者は無
かった。（Ｒ５：１名）
〇生徒アンケート（１２月）の「授業中は先生
の話をよく聞き真面目に取り組んでいる」の項
目が９３．４％であった。
〇３年生については、卒業までに専門教育の学
習を生かした資格を１つ以上取得することがで
きた。

B

○アグリマイスター制度の認定者を増
やすために、１年次から関係する資格
を取得するよう計画的な指導を行う。

〇生徒の状況を確認、情報共有しなが
ら複数で生徒に働きかける。

〇引き続き校内連携を進め資格取得に
向けた支援を行う。

○各学年・教科でドリル学習や課
題テスト等を実施している。
○生徒アンケート（７月）の「専
門科目の学習に意欲的に取り組ん
でいる」の項目は９５.３％、「授
業をとおして基礎学力が身につい
ている」の項目は約８１.４％で
あった。
○授業研究会を開催して授業力の
向上につなげている。また、各教
科でGoogleクラスルームの開設や
プロジェクターを使用した授業展
開によりＩＣＴを活用した教育活
動に取り組んでいる。

Ｂ

○ＳＰＩテスト結果を踏ま
え、各教科で基礎的学力の向
上の取り組みを進める。
○専門教科において、外部講
師を活用するなど、授業内容
の充実を図る。

○授業者に対してＩＣＴ機器
利用等のアンケートを実施
し、積極的な活用につなげ
る。

○各学年・教科でドリル学習や課題テスト等を
通年で実施した。
○生徒アンケート（１２月）の「専門科目の学
習に意欲的に取り組んでいる」の項目は９７．
４％、「授業をとおして基礎学力が身について
いる」の項目は８８．２％で目標を達成した。
一方で、３年時実施のSPIテスト結果において
総合得点率が全国と比較してマイナス１１ポイ
ントの低い結果であった。
○２回の授業研究会を開催して授業力の向上の
取り組みを進めた。結果、各教科でGoogleクラ
スルームの開設やプロジェクターを使用した授
業展開など、ＩＣＴを活用した実践が広がって
いる。

Ｂ

○SPIテスト結果を踏まえ、各教科で基
礎的学力の向上の取り組みを進める。
○授業研究会を通じて、ＩＣＴ活用力
と授業デザイン力の高揚を図る。

○教室のプロジェクターを活用しやす
い環境に整える。

○就職試験等に対応できる基礎学
力向上の取組が急務である。
○校内企業説明会は有意義であっ
たが、１・２年生の参加は少な
かった。インターンシップ、上級
学校見学会、進路セミナー等は今
後開催予定。
○校外模試や進路テストなどで、
進路意識の向上に努めているが、
生徒の関心が薄い。

Ｂ

○学校全体で基礎学力や一般
常識の向上につながる取組を
継続する。
○引き続き予定している計画
を実施していく。

○進路面談等をとおして、生
徒個々に応じた進路意識の向
上を図る。

〇進路セミナー、社会人セミナー、キャリア講
演会等を通して勤労観や社会性の習得につな
がった。特に、インターンシップは有効であっ
た。生徒アンケート（１２月）の「学校で学ん
だ知識を活かして将来は地域に貢献したい」の
項目は７３．７％であった。（Ｒ５：８４％）
○上級学校への進学者の割合は３０．４％で
あった。（Ｒ５：４３．３％）
〇校内企業説明会への参加者は、延べ８９名で
あった。本校の教育内容と関連した企業等への
就職者及び専門性を活かした進学者の割合は５
２％であった。(Ｒ４：５６％、Ｒ５：５０％)

Ａ
〇1年時から進路意識を高める取組を探
る。（進路面接の実施、基礎学力の向
上、家庭学習の推進等）

○昨年度より指導件数は増加して
いるが、早期発見と早期対応に努
め、各学年や各分掌と連携して取
り組むことで重大事案となること
を防止している。
○連携を密に行いながら支援にあ
たっている。各計画作成における
校内体制を整備し、生徒支援に活
用している。
○人権ＬＨＲおよび事前事後学習
会、人権委員会を計画通り行い、
人権意識の向上に取り組んでい
る。また、状況に応じて生徒の個
別指導を行っている。
○クラス役員がそれぞれの委員会
活動を定期的に行っている。ま
た、体育祭や夏季球技大会等の企
画・準備・運営に多くの生徒が関
わり成功裡に終わった。

B

○生徒の多様化が進み、様々
な困難や課題を抱える生徒が
増えているが、学年と分掌で
連携して細やかな指導を行う
ことにより問題行動の未然防
止に努める。
○気になる生徒について引き
続き面談等を行う。内容に
よってはＳＣ･ＳＳＷにつな
ぐことをも行っていく。
○今後も行事や研修などを計
画的に行い、人権意識の向上
に取り組む。
○農林祭（１１月）に向けて
生徒たちが自分の役割を果た
し、準備・運営等をすること
で学校を活性化させる。

○昨年度より指導件数は増加しているが、同じ
生徒が複数回指導を受ける傾向があるためと思
われる。日頃から問題行動の早期発見と早期対
応に努め、各学年や各分掌と連携して取り組み
重大事案となることを防止している。
○学校生活等に関する悩みや不安な生徒に対し
て面談を実施し、スクールカウンセラー・ス
クールソーシャルワーカーにつなぐ対応も行っ
た。
○人権ＬＨＲおよび事前事後学習会、人権委員
会、人権教育職員研修会を計画通り行い、人権
意識の向上に取り組んだ。また、状況に応じて
生徒の個別指導を行った。
○毎週生徒会執行部会を開催し、生徒が主体的
に学校行事等の企画・運営を行えるよう努め
た。執行部のみならずクラス役員の活動の場も
増え、学校を活性化させるとともに活躍するこ
とで自己肯定感の向上につながった。

Ｂ

○問題行動の予防には、日頃から職員
間で生徒の情報を共有し対応していく
ことが必要である。また、保護者や外
部機関との連携も重要である。

○関係者と情報共有を密におこない、
居心地の良い学校生活が過ごせるよう
生徒の支援・対応に努める。

○身近で起こる言動やSNSに関わるトラ
ブルが起きる危険性（教員が知らない
場面も含めて）が高くなっているの
で、LHRなどで未然防止のための取組を
現在より計画的に行う。
○引き続きクラス役員活動を活性化さ
せるとともに定例的な活動を増やして
いく。

○各科の地域連携を通じて生徒が
様々な体験をしており、充実した
連携となっている。
○地域連携の活用により地域住
民・産業従事者と係わる機会が増
えている。
○「地域基礎」の授業の一環で取
り組んでいるフィールドワークを
通じて、地域の方と触れ合う機会
が増えている。

B

○引き続き地域との連携を深
めていく。

○地域連携が生徒の主体的な
活動につながるよう働きかけ
る。

○地域連携活動がさらに充実
するよう、創造と工夫を凝ら
していく。

○「藍染め交流」、「ちのりんショップ」など
の取組をとおしてコミュニケーション力や表現
力が向上している。
○地域連携を専門科目に関連づけている科目数
はのべ２６科目あり、教育内容として定着して
いる。藍染のれんや格子戸製作などの地域連携
をとおして地域の方とふれあう機会が増え、本
校教育の専門知識や技術力を地域に発信するこ
とができている。
○地域アンケート（１２月）では、各取組につ
いて「良い活動」と「まあまあ良い活動」と回
答している割合は１００％、「地域の活性化に
役立っていると思いますか」の項目が９８．
４％であった。

A

○学習内容について考え理解させる時
間を確保しつつ、ねらいに沿った学習
の充実を図る。
○担当者、管理職を交えた関係者間の
連携や、事業の実施目的などの再確
認・情報共有の場を設定する。

○さらに地域連携活動を推進するよう
関係機関等と相談しながら創意工夫を
こらしていく。

○学校ＨＰの更新を頻繁に行って
いる。（閲覧数　Ｒ５：約２３０
０／月、Ｒ６：約４２００／月）
○生徒作品展を実施した（８月：
イオンモール鳥取北、９月：石谷
家住宅）。また、Instagramを開設
し１年経過。１０月現在のフォロ
ワー数は２０４。
○５月に高校生ライター研修会を
生徒会執行部が受け、智頭町のＨ
Ｐに記事を投稿している。
○地域みらい留学合同説明会（東
京６月、大阪７月）に参加した。
夏季休業中に東京から２名の学校
見学があった。

Ｂ

○ＨＰの閲覧数の増加に向け
た方策を検討するために、生
徒や職員へのアンケートを実
施する。
○引き続き情報発信を積極的
に行う。

○農林祭（１１月）や、ちの
りんショップ等のイベントや
農場の様子等を記事にして、
智頭町への情報提供を継続的
に行う。
○ＳＮＳや外部機関と連携し
たオンラインを活用して、県
外中学生に向けた情報発信に
努める。

○学校ＨＰの更新は定着していて、絶えず行う
ことができている。（閲覧数　Ｒ５：約２３０
０／月、Ｒ６：約３５００／月）
○生徒作品展（鳥取市内、智頭町内）を実施す
るなど、積極的に情報発信をすることができ
た。また、学校だより、学校紹介動画、学校案
内パンフレット、ポスターの製作をとおして本
校の魅力を多チャンネルで発信することができ
ている。
○生徒会執行部が「高校生ライター」として農
林祭や伐木競技交流会についての記事を智頭町
のホームページに投稿し掲載された。
○年間をとおして、地域みらい留学のプログラ
ムに参加した。県外からの学校訪問は３名あ
り、その中で本校を志望する生徒があった。

Ｂ

○広報活動のアンケートを通じて、各
種媒体の内容改善に努める。

○来年度も引き続き本校の特長や魅力
発信を行う。

○智頭町の「高校生ライター」の取り
組みを継続していく。

○引き続き、県内外の中学生、保護者
に本校の特色が伝わるよう学校見学
会、オンライン説明会、ＳＮＳ等で発
信を続ける。

○時間外業務が多い教職員に対し
て声かけを行うことで時間外が増
えないように努めている。
○分掌部長と日々の業務の成果と
課題について情報共有に努めてい
る。

Ｂ

○時間外業務時間の多い職員
への縮減呼びかけと、職員間
の綿密な情報共有を継続す
る。
○こまめに分掌部長との情報
交換を行い、課題の改善に引
き続き取り組む。

○時間外勤務が月４５時間、年３６０時間を超
える教職員はいなかった。
○分掌部長等と分掌の成果と課題についての情
報共有に努め、業務の改善に繋げた。

Ｂ

○時間外業務時間の多い職員への縮減
呼びかけと、職員間の綿密な情報共有
を継続する。
○引き続き分掌部長との情報共有を行
い、課題の改善に努める。

年　度　当　初

○時間外業務が月４５時間、年３６０時間を超
える教職員がいなかった。
○分掌部長等と分掌の成果と課題についての情
報共有に努めた。

５　地域連携の充実

６　情報発信の充実

７　学校業務の改善

評価の具体項目

(１)質の高い専門教育
　　の実践

(２)資格取得の推進

○生徒が安心・安全に学校生活を過ごすことが
できる体制を構築する。
○生徒一人ひとりが居心地のよいクラスの中で
落ち着いて学習に取り組んでいる。
○生徒一人一人の人権意識が向上し、現在より
も相手に思いやりをもった言動ができるように
なる。
○学校行事・生徒会活動・農業クラブ活動・家
庭クラブ活動・クラス役員活動の経験を通して
自主性・積極性・協調性を身につけ、自己肯定
感へつなげる。

○問題行動への対応のみならず、授業規律の徹
底や学校行事などをとおして自己肯定感や自己
有用感を育成し、問題行動の予防に努める。
○担任・関係職員と保護者、スクールカウンセ
ラー、スクールソーシャルワーカー、外部機関
と連携を密にして、生徒の支援にあたる。
○昨年度と同様、日常生活や人権ＬＨＲでの積
極的な取組が必要である。
○学校行事・生徒会活動・農業クラブ活動・家
庭クラブ活動・クラス役員活動を主体的に企
画・運営し、そこに参加することで多くの生徒
が経験値を上げ、リーダーシップを養い学校を
活性化させる。

〇専門的な技術を習得して、地域の担い手とし
て地域社会に貢献しようとする意識を持ってい
る。
○上級学校への進学を目指し、意欲的に専門的
な資質・能力を習得し、地域の将来を担う人材
を育成する。
〇本校の教育内容と関連した企業等への就職者
及び専門性を活かした進学者の割合が４０％を
超える。

(１)規範意識の醸成

(２)よりよい人間関係
　　の構築

(３)自己肯定感の育成

４　こころの教育の
　　充実

○学校ＨＰの更新は定着していて、絶えず行う
ことができている。
○昨年よりYouTube動画の配信やInstagramでの
投稿を開始。学校ＨＰの閲覧数は一定数あるも
のの増加傾向に至っていない。
○生徒会行事の情報発信や智頭町への情報発信
について取り組めたが、部活動の大会報告等に
ついては十分に取り組むことができなかった。
○県外生徒については、地域みらい留学のイベ
ント（対面・オンライン）に参加し本校の魅力
を発信している。

○学校ＨＰの更新手順を教職員に周知し、授業
や部活動などの記事の情報提供を迅速に行う。
○生徒、職員へアンケートを実施しＨＰの改善
を図る。
○部・同好会顧問に対する働きかけに努めると
ともに、智頭町の「高校生ライター」の研修を
早い時期に受け智頭町への情報提供を継続的に
行う。
○地域みらい留学のイベントに引き続き参加す
るとともに、学校独自の学校説明会等を開催す
る。

(１)本校の魅力発信

(２)広報活動の充実

(１)地域の教育資源の
　　活用

(２)地域連携の推進

〇地域産業との連携を有効活用し、「スーパー
農林水産業士制度」「アグリマイスター制度」
などの高度な知識と技術を必要とする専門性の
高い制度を活かした進学・就職ができる。
○生徒自らが目標を設定し、その目標に向かっ
て主体的に学習に取り組んでいる。
○卒業までに専門教育の学習を活かした資格を
１つ以上取得している。

〇毎日の授業の中で、地域産業や教育機関との
連携を深めるとともに、社会人講師等を積極的
に活用し、高度な技術を習得する。
○職員で個々の生徒の状況を共有し、連携しな
がら、生徒が目標をもって学習できるよう働き
かける。
○授業で基礎基本を学習した上で、資格取得に
臨む指導を行う。

(１)基礎学力の定着

(２)授業力の向上

(３)ＩＣＴ等を活用
　　した教育の実践

○成功体験の積み重ねや学び合いのある授業、
ＩＣＴを活用した授業、授業のユニバーサルデ
ザイン化などの取組が組織的に行われており、
生徒の基礎学力向上につながっている。
○生徒の授業アンケートの「専門科目の学習に
意欲的に取り組んでいる」の項目が９０％以
上、「授業をとおして基礎学力が身についてい
る」の項目が８０％以上になっている。
○教職員によるタブレット端末の活用環境が整
い、ＩＣＴ機器を活用した教員の活用実践が高
まっている。

○各教科の基礎的学力対策を集約して共通理解
を図り、授業に生かしていく。
○質の高い専門教育を実践し、生徒の学習意欲
を高める。
○タブレットを活用した授業研究会や授業実践
報告会、各種研修会などへの参加をとおして、
実践力の養成を推進する。

○「ふるさとキャリア教育全体計画」に従い、
生徒個々のキャリア発達を促す。
○インターンシップ、校内企業説明会、上級学
校見学会および社会人を活用した事業等をとお
して、自己実現について考える。
〇適切な進路情報を発信することで、生徒の意
識を高める。

(１)進路指導の充実

(２)職業観･勤労観の
　　育成

現　　状

〇勤労意欲は高いが、継続的な学習に取り組め
ず、基礎学力の向上が求められる生徒がみられ
る。
〇本校の教育内容と関連した企業への就職や学
校への進学が一定数ある。
〇インターンシップにおいても科の学習内容と
関連した企業を選択する生徒が増えてきてい
る。

○各学年・教科でドリル学習や課題テスト等を
通年で実施し、基礎学力の向上につなげてい
る。
○多くの生徒が専門科目の学習に意欲的に取り
組んでいる。
○ＩＣＴは授業での活用は進んでいるが、より
効果的な活用を研究する必要がある。

○「スーパー農林水産業士」認定者数はＲ３年
度２名、Ｒ４年度１名、Ｒ５年度４名で、「ア
グリマイスター制度」の認定者数は､Ｒ３年度
１名、Ｒ４年度０名、Ｒ５年度１名であった。
○実習は少人数で丁寧に指導を行っているが、
生徒の主体的な活動にまで至っていない。
○資格取得に対して、意欲的な生徒と無関心な
生徒の二極化が見られる。

○生徒は学校の規則に則り学校生活を過ごして
いる。コミュニケーション能力の不足や他人の
気持ちを察することが苦手な生徒間のトラブル
はある。
○人間関係の構築に困難な生徒が在籍してお
り、生徒への支援や指導、教育相談部との面談
を実施している。
○学校生活全体で人権教育に取り組んでいる
が、相手に対する思いやりに欠ける言動がみら
れることがある。
○週１回の執行部連絡会の定例化により行事の
目標の明確化や役割分担がわかりやすくなり主
体的に活動できた。それをクラス役員にも広げ
ることができた。これを継続していきたい。

○ちのりんショップ、地元の保育所との菜園活
動や藍染め交流、福祉施設での実習など、地域
交流の場ができており、様々な人との関わりを
体験することができている。
○地域連携活動を発信して本校の特色や魅力を
ＰＲしている。
○地域産業の「藍染」「格子戸」「造園」等、
地元職人と連携した活動を行っている。

○時間外業務が多い職員へ、個別に縮減を呼び
かける。
○各分掌部長と定期的に情報交換を行い、分掌
業務の改善に繋げていく。

○学校ＨＰの更新を随時に行い、閲覧数が前年
度より増加している。
○生徒や教職員の専門的知識や技術力を地域に
発信している。
○生徒会行事や部活動についての情報発信を継
続的に行うとともに、生徒会執行部による智頭
町のＨＰへの情報発信を行う。
○体験入学や学校説明会に参加し、本校を志望
する県外の中学生が数名いる。

○地域連携事業の活用により、地域の方との交
流をとおしてコミュニケーション力や表現力が
向上している。
○生徒や教職員の専門的知識や技術力を地域に
発信している。
○地域連携の取組が浸透し評価され、地域アン
ケートの各取組について「良い活動」と「まあ
まあ良い活動」と回答している割合と「地域の
活性化に役立っていると思いますか」の項目が
９０％以上になっている。

○地域の保育園・高齢者福祉施設との園芸交
流、藍染交流、智頭宿魅力アッププロジェクト
の格子戸作成、ちのりんョップの取組をさらに
推進する。
○地域住民と関わる機会を増やし、主体的な活
動の場を設ける。
○地域産業との連携や「地域基礎」の一層の充
実を図る。

評価基準　Ａ：十分達成［１００％］　　Ｂ：概ね達成［８０％程度］　　Ｃ：変化の兆し［６０％程度］　　Ｄ：まだ不十分［４０％程度］　　Ｅ：目標・方策の見直し［３０％以下］

中長期ビジョン
（学校ビジョン）

評価項目

１　専門教育の充実

２　学力向上

３　キャリア教育の
　　推進

(１)長時間勤務者の
　　解消

(２)業務の効率化

中間評価（　１０　）月

令和６年度学校自己評価    （最終）

「地域産業及び社会の発展に貢献できる人材の育成」
　

～一人一人の生徒を大切にした教育の実践～

１　専門教育の充実　　　（１）質の高い専門教育の実践　（２）資格取得の推進
２　学力向上　　　　　　（１）基礎学力の定着　（２）授業力の向上　（３）ＩＣＴ等を活用した教育の実践
３　キャリア教育の推進　（１）進路指導の充実　（２）職業観･勤労観の育成
４　こころの教育の充実　（１）規範意識の醸成　（２）自己理解･他者理解に基づいたよりよい人間関係の構築  （３）自己肯定感の育成
５　地域連携の充実　    （１）地域の教育資源の活用　（２）科の特色を生かした地域連携の推進
６　情報発信の充実　    （１）学校ホームページ、体験入学、中学校説明会などにおける本校の魅力の発信  （２）広報活動の充実

鳥取県立智頭農林高等学校

目標（年度末の目指す姿） 目標達成のための方策

最終評価（　３　）月

○時間外業務が、月４５時間、年３６０時間を
超える教職員がいない。
○分掌業務を点検、検証しながら改善を図り、
業務の継続性と効率化を進める。


